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県立近代美術館収蔵美術昂シリーズ圃

「観想曇茶羅図シリーズ・須弥山星光(19205)J
前田常作 ⑫

(1976 ~ 1979年)
162.2 x 130. 3cm 

帰
と
が
あ
り
、
強
く
受
茶
羅
を
意
識

し
、
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。

問
」
「
絵
日
記
シ
リ
ー
ズ
」
そ
し
て
「
観

る
。
批
評
家
に
指
摘
さ
れ
た
当
初
は
、

反
発
を
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
前

想
回受
茶
羅
図
」
シ
リ
ー
ズ
と
、
品
又
茶

そ
の
後
の
彼

田
の
潜
在
意
識
の
中
に
は
、
宗
教
的

な
関
心
と
、
フ
ラ
ン
ス
に
い
る
こ
と

批
評
家
の
言
葉
は

羅
的
世
界
を
幻
想
的
に
描
き
出
し
て

いク
Q

。

を
決
定
す
る
運
命
的
な
出
会
い
で
あ

り
、
以
後
、
「
人
間
誕
生
」
「
人
間
空

一
九
二
六
年
入
善
町
に
生
ま
れ

に
よ
っ
て
の
東
洋
的
な
精
神
へ
の
回

昌
又
茶
羅
(
マ
ン
ダ
ラ
)
の
画
家
と

呼
ば
れ
て
い
る
前
田
常
作
が
憂
茶
羅

的
な
世
界
像
の
表
現
に
心
を
ひ
か
れ

る
よ
う
に
な
る
の
は

フ
ラ
ン
ス
印
回

学
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
五
八
年
パ
リ
の
ラ
ベ

l
ル
画

廊
で
の
個
展
の
ま
え
に
、
美
術
批
評

家
ジ
エ
レ
ン
ス
キ
ー
が
、
制
作
中
の

作
品
を
見
て
「
君
の
絵
は
蔓
茶
羅
の

よ
う
だ
」
と
評
し
た
時
か
ら
は
じ
ま

宮
田

を
ひ
ら
く
l

ノ

山
県
行
動
計
画
レ

「
婦
人
の

明
日
を
ひ
ら
く
富
山
県
行
動
計
画
」
が
ま

シ
」
土
i
F
nノ
土
i
F
1
レ
ル
に
。

こ
の
計
画
は
、
「
婦
人
の
地
位
向
上
と
福
祉
の
増
進
」

を
図
る
た
め
、

H

国
連
婦
人
の
十
年
H

の
最
後
の
年
に

あ
た
る
昭
和
六
十
年
を
目
途
に
、

県
は
何
を
す
る
べ

き
か
、

関
係
機
関
や
婦
人
自
身
に
は
ど
ん
な
取
り
組

み
が
望
ま
れ
る
か
を
内
容
と
し
、
①
婦
人
の
社
会
参

加
の
促
進
②
働
く
婦
人
の
雇
用
・
労
働
条
件
の
改
善

③
婦
人
の
自
覚
に
基
づ
く
生
涯
教
育
の
推
進
④
婦
人

の
健
康
の
増
進
と
母
性
の
保
護
⑤
婦
人
の
老
後
な
ど

の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
ー

ー
な
ど
五
つ
の
課

題
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

~ 

富
山
師
範
学
校
本
科
を
卒
業
し
、
中

学
校
の
教
職
に
あ
り
な
が
ら
、
絵
を

勉
強
す
る
た
め
に
上
京
、
武
蔵
野
美

術
学
校
を
卒
業
後
、
第

一
回
ア
ジ
ア

青
年
美
術
家
展
で
大
賞
を
獲
得
し

フ
ラ
ン
ス
へ
渡
る
。

こ
の
「
須
弥
山
星
光
」
は
、
世
界

の
中
心
に
あ
り
、
大
海
の
中
に
非
常

に
高
く
そ
び
え
、
項
上
に
は
帝
釈
天

が
い
る
と
さ
れ
て
い
る
、
須
弥
山
を

描
い
た
も
の
で
、
須
弥
山
を
円
形
の

球
体
と
し
て
と
ら
え
、
描
か
れ
て
い

る
山
々
は
、
前
田
が
感
動
を
受
け
た

山
で
あ
る
立
山
連
山
、
ネ
パ

l
ル
の

マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
レ
、
富
士
山
、
ア
ル

プ
ス
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
連
山
な
ど
で
あ
る
。

青
い
光
を
た
た
え
た
画
面
は
、
巨

大
な
宇
宙
と
、
受
茶
羅
と
い
う
観
念

の
世
界
を
組
み
合
わ
せ
、
ち
密
な
構

成
と
、
鍛
錬
さ
れ
た
技
法
で
描
き
出

し
、
ま
る
で
ホ
タ
ル
イ
カ
の
青
い
光

の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
こ
か
に
あ
る
よ
う

な
、
前
田
の
回受
茶
羅
と
い
う
べ
き
独

自
で
、
不
思
議
な
美
の
世
界
を
創
り

出
し
て
い
る
。

学
芸
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・
柳
原
正
樹
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婦
人
の
社
会
参
加
の
促
進

社
会
の
中
に
は
長
い
間
に
培
わ
れ

た
婦
人
に
対
す
る
不
平
等
な
慣
行
や

男
女
の
役
割
を
固
定
的
に
考
え
る
意

識
が
残
っ
て
い
て
、
婦
人
の
能
力
や

活
動
力
の
活
用
は
必
ず
し
も
確
保
さ

欲
的
に
働
け
る
よ
う
、
育
児
環
境
を

は
じ
め
、
労
働
環
境
の
整
備
を
図
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

①
 
労
働
情
報
の
提
供
や
女
子
専
門

教
育
の
充
実
な
ど
に
よ
り
職
域
の

拡
大
と
雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

② 

男
女
別
定
年
制
を
始
め
、
待
遇

の
改
善
を
事
業
主
に
働
き
か
け
る

と
と
も
に
、
労
働
相
談
の
充
実
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
の
雇
用
の
安
定

働
く
婦
人
の
家
の
整
備
・
充
実
な

ど
、
働
く
婦
人
の
労
働
条
件
の
改

葬
に
努
め
ま
す
。

③ 

家
内
労
働
法
に
定
め
る
最
低
労

働
条
件
の
遵
守
の
徹
底
な
ど
家
内

労
働
者
の
就
労
条
件
の
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
自
営
業
と
そ
の
家

族
従
業
者
の
環
境
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

④ 

農
山
漁
村
婦
人
の
生
産
活
動
へ

の
意
欲
的
な
取
り
組
み
を
促
す
と

と
も
に
、
生
活
向
上
の
た
め
の
教

育
訓
練
や
普
及
、
さ
ら
に
、
健
康

の
保
持
増
進
対
策
に
努
め
ま
す
。

⑤ 

保
育
施
設
・
設
備
の
整
備
、
保

育
機
能
の
充
実
な
ど
保
育
環
境
の

れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
状
況
が
み

ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
婦
人
の
お
か
れ
て
い
る

現
状
を
ふ
ま
え
、
婦
人
が
家
庭
や
社

会
で
そ
の
個
性
や
能
力
を
喜
び
の
う

ち
に
力
い

っ
ぱ
い

発
揮
で
き
る
よ
う

な
社
会
的
な
条
件

を
整
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
婦
人
自

身
が
そ
の
能
力
を

自
ら
の
た
め
に

そ
し
て
、
活
力
あ

企 働く意欲を持つ婦人たちがその能力を十

分に発揮できる条件づくりが必要

し次 で変すをすり
まのしす、る自 るの
す施た 。大こ覚こた
。策が 切としとめ
を つ なは、のに
推て こ、活意発
進、 と大動義揮

る
地
域
社
会
づ
く

整
備
を
図
り
ま
す
。

① 

審
議
会
な
ど
や
管
理
的
部
門
へ

婦
人
を
登
用
す
る
な
ど
政
策
決
定

の
場
へ
の
婦
人
の
参
加
の
促
進
を

菌
り
ま
す
。

② 

婦
人
の
家
事
労
働
な
ど
に
対
す

る
適
正
な
評
価
や
生
活
課
題
に
つ

い
て
の
学
習
機
会
の
拡
充
な
ど
家

庭
生
活
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

③ 

婦
人
団
体
な
ど
の
自
主
的
活
動

や
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促

進
な
ど
婦
人
の
地
域
社
会
活
動
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

④
 
各
種
広
報
媒
体
の
積
極
的
活
用

や
婦
人
団
体
な
ど
の
自
主
的
活
動

を
通
し
て
、
婦
人
問
題
に
関
す
る

啓
発
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

⑤

婦

人

の

海

外
派
遣
な
ど
国
際
理

解
と
協
力
に
関
す
る
施
策
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

社会人妻母主婦……これら全てを無

難にこなすζとは難しい

2 

可'"

活
を
通
し
て
男
性
と
等
し
く
、
そ
の

資
質
や
能
力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
、
婦

昇
進
・
昇
格
、
定
年
制
な
ど
雇
用
条

件
や
処
遇
に
男
女
の
差
別
的
取
り
扱

い
が
み
ら
れ
ま
す
。

人
の
職
域
拡
大
と
雇
用
・
労
働
条
件

を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
雇
用
者
を
始
め
、
家
内
労

働
、
自
営
業
、
農
林
水
産
業
な
ど
に

従
事
す
る
婦
人
が
、
職
業
と
家
庭
を

両
立
さ
せ
、
調
和
を
保
ち
な
が
ら
意

婦
人
の
雇
用
・
労
働
条
件
の
改
善

近
年
、
勤
労
婦
人
は
著
し
く
増
加

し
て
き
ま
し
た
が
、
婦
人
の
能
力
、

特
性
に
対
し
て
か
た
よ

っ
た
評
価
や

意
識
が
残
っ
て
い
て
、
採
用
、
配
置
、

今
日
の
激
し
い
社
会
情
勢
の
変
化

に
対
応
し
、
そ
の
個
性
や
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
す
る
た
め
、
婦
人
は
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
学
習
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

持
に
、
婦
人
問
題
は
、
長
い
歴
史

の
中
で
培
わ
れ
た
慣
習
や
男
女
の
役

割
分
担
を
固
定
的
に
考
え
る
考
え
方

が
基
盤
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の

意
識
を
少
し
ず
つ
改
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
婦
人
の
学
習
要
求
は
多
様

化
し
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
要
求
に
対

応
す
る
施
策
を
閃

ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て

次
の
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

① 

明
日
の
親
の

た
め
の
学
級
を

は
じ
め
、
講
座

内
容
の
充
実
、

地
域
活
動
の
促

進
な
ど
家
庭
教

育
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

A 

② 

技
術

・
家
庭

ママさんのスポーツクラブは健康管理の一

環というだけではなく、社会参加への第一

歩ともいえる

③ 
働
く
意
欲
を
持
つ
婦
人
が
職
業
生

可F

3 

科
を
は
じ
め
、
関
連
教
科
の
教
育

内
容
、
方
法
の
改
善

・
充
実
、
進

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
応
じ
た
社
会

教
育
の
充
実
を
阿
る
た
め
、
学
習

内
容
や
方
法
、
施
設
の
整
備
・
拡

路
指
導
の
充
実
な
ど
学
校
教
育
の

一
層
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

充
を
閃
り
ま
す
。

生
涯
教
育
の
観
点
に
た
っ
て

女
性
の
平
均
寿
命
が
伸
び
、
高
齢

化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
が
ん
、
脳
卒

中
、
心
臓
病
な
ど
の
疾
病
が
増
え
、

ま
た
、
社
会
環
境
、
生
活
環
境
の
変

化
に
伴

っ
て
、
精
神
的
不
健
康
や
体

力
の
低
下
な
ど
多
く
の
問
題
、が
み
ら



し
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
次
の
施
策
を
推
進

れ
ま
す
。

「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
自
覚
を
持
ち
、
生
活
環
境
の

改
善
と
健
康
。
つ
く
り
の
推
進
が
必
要

婦
人
が
健
康
守
つ
く
り
活
動
を
積

①
 

で
す
。

極
的
に
進
め
る
た
め
の
意
識
の
啓

発
や
健
康
保
持
増
進
対
策
、
体
力

ま
た
、
母
性
は
、
次
代
を
担
う
健

康
な
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
た
め
に

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
母
性
の
健
康

ず
つ
く
り
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

② 

健
康
診
査
や
保
健
指
導
体
制
の

強
化
、
勤
労
婦
人
の
母
性
の
保
護

対
策
な
ど
母
性
保
健
、
保
護
対
策

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上

の
増
進
と
保
護
に
つ
い
て
の
長
期
的
展

望
に
た
っ
た
施
策
の
推
進
が
必
要
で
す
。

本
県
に
お
け
る
老
年
人
口
の
割
合

d‘ 
は
全
国
平
均
よ
り

高
く
、
高
齢
化
が

全
国
平
均
の
十
年

先
を
進
ん
で
い
る

a司・E量F可D・際司11: tU""UJ 

母性の健康を守るのは社会全体の役目

と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
老
年

人
口
の
六
割
を
婦

人
が
占
め
て
お
り

ま
す
。

こ
う
し
た
婦
人

の
老
後
生
活
の
安

定
に
つ
い
て
は

十
分
な
対
応
が
な

さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
介
護

を
要
す
る
者
を
抱

え
る
家
庭
に
お
い

て
は
、
介
護
の
ほ
と
ん
ど
を
婦
人
が

担
っ
て
お
り
、

そ
の
負
担
は
大
き
い

の
で
、
負
担
軽
減
を
公
的
に
図
る

曾弱窪窃閉宅

fIlU包~e丸

「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
な
ん
で
も
」
学

べ
る
機
会
の
提
供
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

」
と
し
も
県
民
大
学
校

移
動
巡
回
講
座
を
県
内
各
地
で
開
催
し
ま
す
。

」
の
巡
回
講
座
は
、

日
ご
ろ
学
習
す
る
機
会
に
接
す
る
こ

と
の
少
い

地
域
を
中
心
に
、
中
央

・
地
方
の
講
師
に
よ
る
講

演
を
行
う
も
の
で
す
。

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
ヘ
申

ン
タ

l
へ
ど
う
ぞ
。

お
問
い
合
せ
は
富
山
県
生
涯
学
習
セ

富
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

宮
富
山
位

|
8
6
3
5
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内
)
A
吐

・

A
斗
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a
4

4
円
/
ω

引
ー
6
1
3
5
(
直
通
)

県民大学移動巡回講座

市町村 f; 場 日 時間 演 題 j毒 師

大沢野町 社会福祉会館 8月3日 13: 30 “学"の勉強ど'術"の勉強 作家・医師なだいなだ氏

井波町 社会福祉センター 8日5日 日米関係の将来 東京女子大学教授猿谷 要氏

tJi i奏市 福祉会館 9月26日 13: 30 甲南大学教授増田光吉氏

上市町 上市町役場 10月17日 14: 00 京都芸術大大((洋洋学学画画教教家家控授) ) 前 田 章 作氏

納入村 細入村役場大集会室 10月19日 14: 00 京都芸術 前回常作氏

車耳目 IIIJ朝日町福祉七ノター 10月24日 14: 00 京都女子大学教授村井康彦氏

福野町 10月上旬

大山町 11月上旬

と
が
必
要
で
す
。

一
方
、
母
子
家
庭
に
お
い
て
は

母
親
が
子
ど
も
の
養
育
や
家
計
の
維

持
を

一
手
に
担
い
、
精
神
的
に
も
経

済
的
に
も
不
安
定
な
状
態
に
お
か
れ

て
い
る
の
で
、

き
め
細
か
い
施
策
が

健
康
守
つ
く
り
、
保
健
対
策
な
ど
婦
人

の
老
後
の
生
活
の
安
定
を
図
る
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

② 

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
等
の
貸

必
要
で
す
。

し
た
が
っ
て

次
の
施
策
を
推
進

し
付
け
に
よ
る
経
済
的
自
立
援
助
、

相
談
機
能
の
充
実
、

母
子
福
祉
団

し
ま
す
。

① 

高
齢
婦
人
の
生
き
が
い
対
策
の

体
の
育
成
な
ど
、
母
子
家
庭
な
ど

の
自
立
と
安
定
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

③ 

在
宅
ね
た
き
り
老
人
、
障
害
児

促
進
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

こ
の
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
広
く
県
民
の
理
解
と
協
力
を
求

め
る
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行
う
と

と
も
に
、
富
山
県
婦
人
問
題
懇
話
会

な
ど
を
介
護
す
る
婦
人
へ
の
福
祉

対
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

な
ど
の
意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら

4 

富
山
県
婦
人
関
係
行
政
連
絡
会
議
を

軸
に
し
て
、
県
政
の
総
力
を
あ
げ
て

取
り
組
み
ま
す
。

女
市
町
村
婦
人
問
題
担
当
窓
口
の
設
置
を
期
待
し
ま
す
。

こ
の
計
画
を
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
に
、

相
互
に
密
接
な
連
携
を
保

い
て
婦
人
問
題
担
当
窓
口
を
設
置
し
、

こ
の
計
画
の
趣
旨
に
沿

っ
た
施
策
の

展
開
を
期
待
し
ま
す
。

女
県
民
総
ぐ
る
み
、
特
に
婦
人
の
積
極
的
行
動
を
期
待
し
ま
す
。

っ
と
と
も
に
、

こ
p

、
こ
い
H
γ
j
ι
1
こ
す

I
〈

〈

}
t
↓
村
川
悶
山
戸
ふ
か
什
，

t
h
J
J

県
民

一
人

一
人
は
も
ち
ろ
ん
、
民

間
団
体
、
企
業
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
・
お
い
て
、
こ
の
計
画
の
趣
旨

に
沿

っ
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
な

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
と
り

わ
け
、
婦
人
の

一
人

一
人
が
地
位
向

上
と
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
自
主
的

に
行
動
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、

告
富
山
ロ
ー

2
2
2
3

5 

暴走

しない・させない

見に行かない

い
よ
い
よ
夏
本
番
。
く
る
日
も
長
距
離
ド
ラ
イ
ブ
は
、
過
労
や
地

く
る
日
も
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
が
理
不
案
内
か
ら
大
き
な
事
故
が
起

続
い
て
い
ま
す
。

り
や
す
い
も
の
で
す
。
ス
ケ
ジ
ユ

毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
ひ

l
ル
を
た
て
る
と
き
は
、
時
間
的

ん
ぱ
ん
に
出
没
す
る
の
が
暴
走
族
。
に
も
精
神
的
に
も
十
分
に
余
裕
が

彼
ら
は
他
人
の
危
険
や
迷
惑
な
ど
も
て
る
よ
う
、
心
が
け
た
い
も
の

に
は
お
か
ま
い
な
く
、
わ
が
も
の
で
す
。

顔
で
道
路
を
レ

l
ス

場

に

変

え

て

ま

た

、

道

路

に

よ

っ
て
は
、
大

い
ま
す
。

渋
帯
に
な
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま

彼
ら
の
暴
走
を
追
放
す
る
た
め
、
す
。
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
に
問
い

暴
走
を
H

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
合
わ
せ
る
な
ど
し
て
、
道
路
事
情

に
行
か
な
い
H

の
三
な
い
運
動
に
を
よ
く
確
め
て
お
く
こ
と
も
大
切

ご
協
力
下
さ
い
。

で
す
0

・
帰
省
す
る
と
き
は
、

お
八品
な
ど
で
帰
省
す
る
と
き
の
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美術館で唯一、ビ

近代美術館富山県立

富
山
県
立
近
代
美
術
館

は
七

を
指
向
す
る
美
術
館
」
を
目
標
に
し
て
き
ま
し
た
が

(
富
山
市
西
中
野
)

月
五
日
に
開
館
し
、
常
設
展

「
二
十
世
紀
美
術
の
流

れ
」
と
企
画
展

「富
山
国
際
現
代
美
術
展
」
で
、

そ

県
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

「
開
か

れ
た
美
術
館
」
と
な
る
よ
う
、
普
及
活
動
に
も
数
々

の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

の
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
美
術
館
は
、
そ
の
出
発
点
か
ら
「二
十
一
世
紀

者
は

八
十
種
類
の
解
説
番
組
(
各

ビ
デ
オ
、

イ
ド
、
か
別
種
類

ス
ラ

巻
十
五
分

1
二
十
分
)
を
ブ

l
ス
(
学

で
台
帳
か
ら
番
組

習
用
の
小
部
屋

そ
の
第

一
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
と

を
選
び

「
ビ
デ
オ

・
ト

l

自
由
に
視
聴
で
き
る
よ
う

動
的
に
放
映
す
る

ス
ラ
イ
ド
で
構
成
さ
れ
た
番
組
を
自

ク
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
来
館

に
な
っ
て
い
ま
す
。

」
の
ビ
デ
オ
・
ト
ー
ク
は

国
立

民
族
博
物
館
が
世
界
で
初
め
て
開
発

B 

し
た
も
の
で
、
美
術
館
に
採
り
入
れ

た
の
は
富
山
県
だ
け
で
す
。

主
な
番
組
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ビ
デ
オ
番
組

-
常
設
展
と
関
連
し
て

ム
l
ラ
ン
ル
ー
ジ
ュ
の
ロ

l
ト

レ
ッ
ク
、
キ
ュ

l
ピ
ス
ム
の
展
開

マ
ン
ズ

l
の
彫
刻
、
シ
ャ
ガ

l
ル

の
芸
術
な
ど
十
一
巻
。

-
郷
土
の
作
家
た
ち

福
光
時
代
の
棟
方
志
功

私
と

滝
口
修
造
、
弧
高
の
陶
芸
家
石
黒

宗
麿
な
ど
九
巻
。

-
日
本
の
美
術

黒
田
清
輝
の
芸
術
、
佐
伯
祐
三

の
世
界
な
ど
九
巻
。

-
西
洋
の
美
術

ク
ロ
ー
ド

・
モ
ネ
の
世
界
、
セ

vやわらかな日のさし込むラウンジ

ザ
ン
ヌ
の
芸
術
、

フ
ラ
ン
ス
の
ポ

ス
タ
ー
な
ど
十
巻
。

ス
ラ
イ
ド
番
組

-
作
家
と
作
品

ア
ン
リ

・
マ
チ
ス
、
ジ
ョ
ル
ジ

ュ

・
ル

オ

|

マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ

ー
ル
、
パ
ブ
ロ
・
J

ピ
カ
ソ
な
ど
九

巻。

順

次

開

催

フ

-
日
本
美
術
の
流
れ
(
十
巻

講

演

も

-
西
洋
美
術
の
流
れ
(
絵
画
十
巻
)

・
西
洋
美
術
の
流
れ
(
彫
刻
、
建
築

東
野
芳
明
氏
(
美
術
評
論
家
)

「
現
代
美
術
の
動
向
|
と
や
ま
ナ

次
に
講
座
の
開
設
で
す
が
、
こ
れ

十
巻

に
は
こ
と
お
り
あ
り
ま
す
。

」
れ
ら
の
番
組
は
、
ホ
!
ル
や
講

一
つ
は
企
画
展
と
関
係
の
あ
る
作

家
や
評
論
家
に
依
頼
し
て
、
企
画
展

• 
「宇八ウ
今佐 月 '81
、美八を

表圭日め
現司 (1:)ぐ
の氏 つ
主(午て
題作後」
を家二
問)時
う i

座
室
で
も
視
聴
で
き
る
ほ
か
、
ホ
ー

ル
で
は
凶
=
、
リ
フ
ィ
ル
ム
も
鑑
賞
で
き

を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
話
し
て
も
ら

ま
す
。
映
写
会
を
随
時
開
催
し
ま
す

の
で
、
各
展
覧
会
や
美
術

う
も
の
、

い
ま

一
つ

は
現
代
美
術
を

般
の
理

中
心
に
広
く
美
術
一
般
に
つ
い
て
の

特
別
講
演
で
す
。

小
川
正
隆
館
長

「
国
際
展
を
ふ
り
返
っ
て
」

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も

一
階

ホ

|

解
を
よ
り

一
層
深
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
土
曜
日
の
午
後
に
は
学
芸

現
在
開
催
中
の
国
際
展
に
関
連
し

た
講
演
会
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ル
で
来
館
者
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に

員
が
展
示
作
品
の
解
説
を
す
る
ほ
か

団
体
で
観
覧
す
る
場
合
の
解
説
に
も

応
じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

-
七
月
十
八
日
川

午
後
二
時

1

行
う
も
の
で
す
。



ま
た
、
講
座
は
主
に
県
内
の
作
家

や
評
論
家
か
ら
郷
土
美
術
に

つ
い
て

話
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
聴
取
者
と

の
対
話
形
式
も
考
え
て
い

ま
す
。

蔵
書

5
千
冊
の
図
書
館

三

つ
め
は
、
美
術
館
付
属
の
図
書

閲
覧
室
で
す
。

識
を
広
げ
、
作
品
の
鑑
賞
に
役
立
て

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
約
五
千
冊
の

」
こ
で
は
、
美
術
に
つ
い
て
の
知

蔵
書
か
ら

一
般
的
な
美
術
書
を
公
開

近代美術館の主な収蔵美術品

区分 作 者 m 名 創作年 種 期

他のそ
フェルナン・レジェ 誕生日 1950 タヒスリー

アレクサンター・ カ)1;ダー 小さな銀河v 1973 鉄板・童十金

アントニオ タピエス 木とひも 1973 木-ひも

アjレマン ヴァイオリンの凝結 1971 ポリエステル

加納光於 アララ、ソトの船 1972 オ靖・部錦覆

し
ま
す
。

美術についてじっくリ研究できる図書室

蔵
書
の
な
か
に
は
山
崎
覚
太
郎
氏

寄
贈
の
図
書
も
含
ま
む
、
日
展
関
係

の
資
料
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
完
全
に
整

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
美
術
雑
誌
で

は
芸
術
新
潮
や
美
術
手
帳
、
洋
書
で

は
刊
行
中
の
ピ
カ
ソ
全
集
な
ど
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
研
究
者
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
作
品
の
よ
り
深
い
理
解

に
つ
な
が
る
よ
う
、
図
書
室
で
は
常

... 

設
展
や
企
画
展
に
合
わ
せ
た
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
た
り
、

全
国
の
美
術
館
や

術
一
美
一の一
件

本
一
B
T
 .}
 

料
な
ど
の
展
示
コ

ー
ナ
ー
を
設
け
る

な
ど
、
居
な
が
ら

に
し
て
美
術
界
の

動
向
が
わ
か
る
よ

企 開館前に震示物を視察する知事

う
工
夫
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
「
相
談
コ

ー
ナ

l
L
を
設
け

て
、
週
三
回
、
山
一
子

芸
員
が
美
術
に
関

す
る
相
談
に
応
じ

る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展
覧
会
の
図
録
や
資

B 

「友
の
会
」会
員
募
集
中

美
術
を
愛
し
、
美
術
館
活
動
を
側

面
か
ら
支
え
て
く
れ
る
フ

ァ
ン
の
会
、

招
待
を
含
め
、
全
て
の
展
覧
会
へ
の

優
待
や
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
の
無
料
配

布
な
ど
、
数
多
く
の
特
典
が
あ
る
ほ

美
術
館
「
友
の
会
」
は
七
月
十
八
日

に
発
足
し
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

か
、
講
演
会
、
映
画
会
や
美
術
評
論

家
で
あ
る
小
川
館
長
と
語
る
会
へ
の

参
加
も
で
き
ま
す
。

こ
の
会
は
、
美
術
の
鑑
賞
を
通
し

て
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
積

極
的
に
文
化
活
動
を
広
げ
て
行
こ
う

と
生
ま
れ
ま
し
た
。
会
費
は
年
間
二

千
円
で
、
企
画
展
へ
の
年

一
回
無
料

入
会
の
申
し
込
み
ゃ
問
い
合
せ
は
、

美
術
館
普
及
課

(
宮
富
山
幻

|
7
1
1
1
内
線
お

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

-郷土にゆかりのある作家

9 

区分 作 者 題 名 制作年 種 E~ 

絵 パブロ・ピカソ 広場の入口 1900 パステ jレ

パブロ ピカソ 間かけ格子の女 1923 油 彩
画
パブD ピカソ 欝 物 1941 油 彩

アンドレ ドラン 褐色の鹿裸婦 1929 油 彩

ジョjレジュ lレオー パッション 1943 油 彩

マルク シャガール 山羊を抱く男 1925 治 彩

前田寛治 黒衣の婦人像 1.925 油 彩

ジャッタ・ウ.ィヨン フラジョレットを吹く男 1939 油 影

マックス工ルンスト 森と太陽 1927 油 J清F子ノ4 

ジョアンミロ パイプを吸う男 1925 油 彩

ジョアン・ミロ 浜 辺 1933 コラージュ

ポ→jレ・デjレポ← 夜汽 JJ 1947 油 彩

岡本太4 部 赤い兎 1949 油 彩情ヨy

フランシス ぺーコン 横たわる人物 1977 油 彩

パウjレ・ヴンダーリッヒ 黄色い十字のある少女 1971 油 本げVP 

十トム ウェッセjレマン スモーカー 1978 油 彩

蘇生三郎 すわった人 1972 油 彩

ピ工-}レ・スーラーシ.ユ 絵 画 1966 油 出埠μ手

ジャスパー・ジョーンス. 消失 E 1961 油 ホ古〉ゾ'-

ヴィクトlレ・ヴァザjレリ シリウス 1966 油 わ計四y

斎藤義重 作品陥.6 1960 油 彩

吉原治良 作 品

H|h1B9釘闘崎市d油油癌 畢苦彰山口長男 繁

荒川修作 意味もしくは伝定

菅井 浪 バリエーション8'78 1978 アクリル

版 トゥー}!;-ズ・口一トレヅク 彼女たち 1896 リトグラフ

パブG ピカソ 賞しき食事 1904 エッチング
画
アンリ マチス ジャズ 1947 ステンシjレ

ジョjレジj_・ jレオー ミゼレーレ 1948 リトグラフ

マルク・シャガーjレ パイプル 1956 エッチング

マ民ッ主ゆクβ明;失 京忘・工jレンスト却:誌 1導物誌 ι 1926 ヨロタイプ

シ.ョアン・ミロ ミロへの讃歌 1973 リトグラフ

ダピヅト・ホックニー 髪を続かすアン 1979 リトグラフ

アンディ・ウオ←ホーjレ マリリン・モンqーをi1967 ~)レクスクリーン

ブリジット ライリー 19のグレー 1968 シ'JIoスクリーン

浜 口鶴三 カラーメゾチント 1978 メソチント

彫 ジァン・アjレブ 鳥の骨格 1947 ブロンズ

表1
マリノ場マリ一二 ある構想のかたち 1965 ブロンズ

ジャコモ・マンズー 着衣の少女 1978 ブロンズ

ジョージ・シーガル ドアにもたれる女 1971 石 膏

フィリ、ソ7・キング グリーン・ストリーマー 1970 鉄ゐ 板

.20世紀の美術の展望
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用や山
F
よ
り
小
ム
J

が
い
主
主
半
主
「
主
主
L
L
1
、エーもエ
L

大
豆
のか
き
揚
げ

-
作
り
方
・

②①  

大
豆
は

一
晩
水
に
浸
し
て
お
く
。

④③  
細
か浸
くし
刻た
む大
。 旦

の
水

ヌL
を
き
っ
て

大豆…………… 1カップ
ヱF小魚、………………… 309
人参…・ー…………...509 
ね ぎ…・・……………1本
しいたけ……….t..……少々

卵 ………・・ム，……… 1 個

水 ……ー・…大さじ3----4
小麦粉………… 1/2力ップ
膏のり………一、………少々

し
い
た
け
は
水
に
浸
し
て
お
く
。

ね
ぎ
、

人
参
、

し
い
た
け
は
せ

ん
切
り
に
す
る
。

⑤

卵
を
ほ
ぐ
し
水
を
入
れ
て
小
麦

粉
で
と
き
、

⑦
②
の
材
料
と
干
小

魚
を
入
れ
て
さ
つ
く
り
ま
ぜ
合
わ

せ
、
煮
立

っ
た
油
で
ゆ
っ
く
り
揚

げ
る
。

料キオ

菓

子

-
作
り
方
・

大

Cコ
...l..L 

②①  

大
豆
は

一
晩
水
に
浸
し
て
お
く
。

大
豆
の
水
気
を
拭
い
て
か
ら
油

で
ゆ
っ
く
り
揚
げ
る
。
こ
れ
を
三

大豆………… 1.5力ップ

黒砂糖………・………2009

水 …………一-…大さじ2
掲げ油

回
く
り
返
し
て
カ
ラ
リ
と
仕
上
げ

る
③

別
鍋
に
黒
砂
糖
と
水
を
入
れ
て

煮
と
か
し
て
か
ら
少
し
煮
つ
め
、

そ
の
中
に
②
の
大
豆
を
入
れ
て
か

ら
め
、
バ
ッ
ト
の
中
で
広
げ
て
さ

料

ま
す
。
冷
え
た
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
に
く

ず
す
。

キオ

水
回
転
作

期
目
に
入
り
ま
し
た

が
、
転
作
面
積
は

一
万

一
千
六
百
五

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
農
家
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
で
本
年
度
の
転
作

目
標
が
達
成
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り

ま
し
た
。
転
作
作
物
は
別
表
の
よ
う

に
大
麦
が
も

っ
と
も
多
く
、
次
い
で

大
豆

野
菜
、
飼
料
作
物
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
で
き
る
だ

け
流
通
に
の
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す

表

区分 面積割合 区分 面積割合

大 豆 21.0% ハトムギ 0.5% 

大 麦 30.0 果 樹 0.9 

飼料作物 11.1 里子 菜 17.4 

そ ば 6.1 その他 13.0 

日リ

大
豆
と
大
根
の

酢
の
も
の

大豆(任ぺん)………・・・ 509
大根…一…ーも………1009
人参…………………1009
ごま…………………少々

うすあげ……………… 509
酢 …・ 8・………… 1カップ
塩 ……………・・・……少々

さとう……………大さじ2
サラダ油…………大さじ 1

料宇オ大
豆
粉
入
り

ダ

ン

ゴ

もち粉…………… 2カップ
大豆粉…………… 1カップ
水 ……………… 1力ップ

|黒砂糖 130g 
しょうゆ…・・・・・.......15co.

水……………… 250c.c.
片栗粉………大さじ2弱

舟 (きな粉 709 
白砂糖……………… 309

料キオ

が

一
方
、
家
庭
で
上
手
に
消
費
す

る
こ
と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

最
近

日
本
型
食
生
活
の
み
な
お

し
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

食
生
活
と
は

工
、
不
ル
ギ

l
に
占
め

る
含
水
炭
素
、

た
ん
白
質
、
脂
肪
の

割
合
が
理
想
的
な
こ
と
を
言
い
ま
す

が
、
そ
の
内
容
を
考
え
て
み
ま
す
と

①

工
、
不
ル
ギ

l
が
低
い
。
②
工
、
不
ル

ギ
l
に
占
め
る
含
水
炭
素
の
割
合
が

多
い
。
③
た
ん
ぱ
く
質
の
多
く
を
植

物
性
食
品
で
と

っ
て
い
る
。
④
動
物

日
本
型

性
た
ん
ぱ
く
質
の
う
ち
魚
の
占
め
る

割
合
が
多
い
な
ど
と
な

っ
て

い
て
、

米
、
麦
、
大
豆
、

野
菜
な
ど
の
農
産

物
を
使

っ
た
料
理
が
も
っ
と
も
日
本

型
食
生
活
に
近
く
、
健
康
上
や
日
本

の
食
料
生
産
の
上
か
ら
も
ぜ
ひ
お
す

す
め
し
ま
す
。

今
回
は
転
作
作
物
の
う
ち
大
豆
を

介。

利
用
し
た
料
理
を
県
農
業
祭
に
出
品

さ
れ
た
も
の
な
ど
の
中
か
ら
選
ん
で

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

昧
が
よ
い
県
内
産
大
豆

大
豆
は
ご
存
知
の
よ
う
に
畑
の
肉

と
い
わ
れ
る
く
ら
い
よ
い
た
ん
ぱ
く

質
が
含
ま
れ
、
し
か
も
県
内
で
と
れ

た
大
豆
は
と
く
に
味
が
よ
く
、
煮
豆

や
納
豆
、
み
そ
に
し
て
も
お
い
し
く

① ・
作
り
方

• 
圧
ぺ
ん
大
豆
は
水
洗
い
し
て
か

ら
油
で
妙
め
、
塩
少
々
入
れ
て
煮

ヲ

Q

。

② 

大
根
、
人
参
は
千
枚
お
ろ
し
で

お
ろ
し
て
お
く
。

③ 

う
す
揚
げ
は
線
切
り
に
し
、
う

す
味
を
つ
け
て
お
く
。

⑤④  

ご
ま
を
い
る
。

②
の
大
根
、
人
参
を
固
く
し
ぼ

り
、
①
の
大
豆
、
ご
ま
を
入
れ
、

砂
糖
、
酢
、
油
で
調
味
す
る
。

① ・
作
り
方

• 
も
ち
粉
、
大
豆
粉
を
あ
わ
せ
て

水
を
入
れ
て
よ
く
こ
ね
、
ダ
ン
ゴ

に
丸
め
る
。

②
 
沸
騰
し
た
湯
で
ゆ
で
、
串
に

二

ー
一二
個
さ
す
。

③ 

黒
砂
糖
、
し

よ
う
ゆ
、
水
を
入

れ
て
火
に
か
け
、
と
け
た
ら
水
ど

き
の
片
栗
粉
を
入
れ
て
と
ろ
り
と

さ
せ
る
。

④ 

ダ
ン
ゴ
に
③
の
た
れ
や
き
な
粉

を
つ
け
て
仕
上
げ
る
。

仕
上
が
り
ま
す
。
大
豆
は
そ
の
ま
ま

使
う
ほ
か
、
製
粉
機
に
か
け
て
生
大

豆
に
し
た
り
、

押
し
つ

ぶ
し
て
圧
ぺ

ん
大
豆
と
し
て
よ
く
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

1 1 

お米の良さを

見直しましょう で

日
本
人
の
食
生
活
は
、
こ
こ
十

数
年
間
で
急
速
に
倣
米
化
が
進
み
、

最
近
で
は
エ
、
不
ル
ギ

i
の
と
り
過

ぎ
や
動
物
性
脂
肪
の
と
り
過
ぎ
が

原
因
の
動
脈
硬
化
や
心
臓
病
の
増

加
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

今
、
ア
メ
リ
カ
で
は
成
町八
病
対

策
と
し
て
、
米
な
ど
の
で
ん
粉
質

を
中
心
に
し
た
日
本
の
食
事
パ
タ

ー
ン
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

米
を
中
心
に
し
た
日
本
裂
の
食

生
活
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
望
ま
し
い
姿
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
若
い
世
代
か
ら
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
が
く
、
ず
れ
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
米
と
、
お
か
ず
を
上
手

に
組
み
合
わ
せ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
で
健
康
増
進
を
は

か
り
ま
し
ょ
う
。



自
然
そ
の
ま
ま

墓
ノ
木
自
然
公
園

下
新
川
郡
入
善
町
は
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物

1

沢
ス
ギ
の
自
然
林
ー
や
、
平
安
時
代
の
荘
園
跡

l
じ

よ
う
べ
の
ま
遺
跡
ー
を
も
つ
こ
と
で
有
名
で
す
。

こ
の
町
を
流
れ
る
黒
部
川
の
広
大
な
河
川
敷
を
利

用
し
た
公
園
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

墓
ノ
木
自
然
公
園
と
呼
ば
れ
る
こ
の
公
園
は
、

部
川
の
清
流
と
グ
ミ
や
ヤ
ナ
ギ
の
自
然
群
落
の

調
和
し
た
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
公
園

は
三
力
所
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
っ
て
、

の
内
外
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ー
た
ち
が
訪
れ

面
は
力
ラ
フ
ル
な
テ
ン
ト
の
花
を
咲
か

.
秋
を
通
じ
て
家
族
連
れ
や
若
い
グ
ル

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

墓
ノ
木
自
然
公
園
は
昔
か
ら
グ
ミ
狩
の
名
所
に

な
っ
て
い
て
、
秋
に
は
色
づ
い
た
グ
ミ
公
圏
全
体

を
色
ど
っ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
圏
内
流
れ
る
せ

せ
ら
ぎ
に
は
ア
ユ
、
ヤ
マ
メ
が
顔
を
見
越
、
釣
り
人

た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

1

1

1

1

水
と
緑
に
包
ま
れ
た
「
墓
ノ
木
自
然
公
園
」
ヘ
ベ
あ

な
た
も
ぜ
ひ
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

』

V
か
っ
ぱ
橋
の
上
か
ら
は
清
流
を
泳
ぐ
ア
ユ

ヤ
マ
メ
が
な
が
め
ら
れ
る

‘F秋
に
は
色
づ
い
た
グ
ミ
が
圏
内
を
飾

っ
て
く
れ
る

ジ
ャ
ン
ボ
で
ま
ろ
や
か

黒
部
ス
イ
カ

-
受
通
案
内
・

・
入
善
駅
よ
り
パ
ス
で
三
十
分
。

・
八
号
線
、
入
善
高
校
口
か
ら
山
手
へ

入
り
、
車
で
十
五
分
o

A
V
 

¥い

13 

企ラグビーポールのような黒部スイカは全国へ出荷されている

黒
部
ス
イ
カ
は
ラ
グ
ビ
ー
ポ
ー
ル
の
形
を
し
た
H

ジ

ャ
ン
ボ
ス
イ
力
H

と
し
て
知
ら
れ
、
一
つ
の
重
さ
が

平
均
十
八
キ
ロ
と
普
通
の
ス
イ
カ
の
五
{
)
六
倍
も
あ
っ

て
、
八
王
国
的
に
も
有
名
で
す
。

淡
白
な
甘
み
と
日
持
ち
の
良
い
こ
と
か
ら
贈
答
品

と
し
て
珍
重
さ
れ
、
関
東
や
関
西
方
面
に
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
皇
室
へ
の
献
上
品
に
も
な
っ
て

お
り
、
ま
さ
に
H

入
善
町
自
慢
の
味
H

と
も
い
え
る

特
産
品
で
す
。

ご
所
望
の
方
は
、
入
善
町
黒
部
西
瓜
生
産
組
合
ま

で
ど
う
ぞ
。

8
0ワ
6
5
|党
1
1
2
1
4



、ヨ しし
まちづくり

技と

えイヒi二本艮ざす

新
し
い
「
ま
ち
L

づ
く
り
で
す
。

「産
」
は
、
電
子
、
機
械
な
ど
の
先

端
的
技
術
を
有
す
る
成
長
産
業
や
、

そ
の
関
連
産
業
、
さ
ら
に
は
産
業
活

動
を
支
え
る
金
融
、
流
通
、
対
事
業

所
サ
ー
ビ
ス
業
の
こ
と
で
す
。

「学
」
は
、
基
礎
研
究
、
開
発
研
究
、

人
材
育
成
の
た
め
の
各
種
研
究
所
、

大
学
、
高
専
、
そ
の
他
の
教
育
研
究
機

関
と
付
属
施
設
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

「住
」
は
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
内
の
産

業
や
研
究
、
教
育
に
従
事
す
る
人
々

や
既
存
都
市
で
働
く
人
々
の
住
い
や

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
と
は
・
・
・
・

テ
ク
ク
ノ
ポ
リ
ス
(
高
度
集
積
都
市
)

は
、
九

0
年
代
を
目
指
し
た
「
産
」、

「学
」
、
「
住
」
の
各
機
能
が
有
機
的
に

結
合
さ
れ
、
地
域
の
豊
か
な
伝
統
と

美
し
い
自
然
に
現
代
文
明
が
調
和
し

た
、
技
術
と
文
化
に
根
ざ
す
、

-富山ハイランドテクノポリス構想図・

ノ¥
二仁

新
潟
方
面

(母都市)富山市

ン
)
一
杉
ゾ
小

~
「
「
一ア力ア

/
 

V居住ゾーンとなる太閤山ニュータウンと休養

レクリェーションゾーンの県民公園

インダストリーゾーン
(小杉町)

金
沢
方
面

グ
の
場
を
表
わ
し
て
い
ま
す
。

富山空港

神

通

)11 

l
 
i

l

 

-

hv婦
中
ア
カ
デ
ミ
ー
ゾ
ー
ン
の

富
山
医
科
薬
科
大
学

4インダストリーゾーンとなる
八尾中核工業団地(完成予想図〉

区 分
事業着手、完成し

ている要素

富山八尾中核工業

インダストリー 八尾地区 団地 (55年度より

造成着手)

ソ 一 ン

園
小杉流通業務団地

小杉地区 (54年度より造成

着手)

富山県立技術短大

アカテーミー
小杉地区

衛生研究所

公害センター
、ノ 一 ノ 木材試験場

国
婦中地区 富山医科薬科大学

小杉地区
太関山

居{主ゾーン ニュータウン

国 八尾地区 既成市街地

L 一一一



通
産
省
が
進
め
て
い
る
「
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
構

六
ヵ
所
が
決
定
さ
れ
、

想
L

は
、
基
本
構
想
調
査
対
象
地
域
と
し
て
全
国
十

そ
の

一
つ
に

「
富
山
地
域
」

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
(
前
ペ
ー
ジ
に
掲
載
)

「
活
力
あ
る
産
業
。
つ
く
り
L

を
進
め
、
技
術
立
県

を
目
指
す
富
山
県
に
と
っ
て
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
は
、

さ
れ
ま
す
。

そ
の
核
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
す
も
の
と
期
待

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
に
よ
る
効
果

O
地
域
社
会
へ
の
効
果

7
酒
落
(
し

ゃ
れ
)
た
雰
囲
気
の
い
き
い
き
と

し
た
地
方
都
市
H

へ
の
脱
皮
」

地
域
社
会
に
新
た
な
要
素
と
し
て

-はテクノポリス候補地16力所
近
ご
ろ
、
手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
、
テ
ニ
ス
の
人
気
は
ウ

ナ
ギ
昇
り
。
土
曜
の
午
後
や
休
日
と

も
な
る
と
、
ど
こ
の
コ

l
ト
も
白
い

ウ
ェ
ア
で
埋
め
つ
く
さ
れ
る
ほ
ど
の

盛
況
ぷ
り
で
す
。

さ
て
、
富
山
市
倉
敷
町
(
県
立
富

導
入
さ
れ
る
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
は
、
大

学
、
研
究
所
を
は
じ
め
先
端
技
術
産

業
や
そ
の
関
連
産
業
に
従
事
す
る
研

究
者
、
技
術
者
に
よ

っ
て
特
色
づ
け

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

oはミ二テクノポリス候補地4力所

函館

の
人
々
の
既
存
の

地
域
社
会
へ
及
ぼ

す
新
た
な
教
育
、

文
化
、
経
済
面

ヘ

の
大
き
な
影
響
に

よ
り
、
自
然

・
文

化
・
風
土

・
産
業

面
で
潜
在
的
な
力

を
多
く
秘
め
て
い

る
地
方
都
市
や
市

民
の
新
し
い
可
能

性
の
開
花

・
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま

山
北
部
高
校
向
い
)
に
オ
ー
プ
ン
し

た
県
営
の
軟
式
庭
球
場
は
コ

l
ト
数

が
十
二
、
管
理
棟
に
は
温
水
シ
ャ
ワ

ー
付
き
の
更
衣
室
が
完
備
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、

一
千
八
百
人
収
容
の
ス
タ

ン
ド
、
本
部
席
、が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
県
内
に
は
硬
式
・
軟

式
合
わ
せ
て
十
九
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
全
国

的
な
規
模
の
大
会
を
行
え
る
庭
球
場

は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

す
。

O
地
域
産
業
へ
の
効
果

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
中
核
と
な
る
先

端
技
術
産
業
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ

る
直
接
的
な
効
果
は
、
多
く
の
地
方

都
市
が
抱
え
て
い
る
産
業

・
経
済
上

の
課
題
、
い
い
か
え
れ
ば
、
雇
用
機

会
の
増
大
、
産
業
構
造
の
質
的
改
善

に
寄
与
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

雇
用
機
会
は
先
端
技
術
産
業
に
よ

っ
亘
直
接
的
に
得
ら
れ
る
も
の
と
、

そ
れ
に
よ

っ
て
刺
激
さ
れ
、
誘
発
さ

れ
て
活
力
を
つ
け
る
そ
の
他
の
地
域

産
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
構
造

の
質
的
改
善
と
は
、
成
長
産
業
や
都

市
型
産
業
を
中
心
と
し
た
産
業
構
造

へ
の
移
行
、
高
度
化
で
あ
り
、
安
定

性
と
付
加
価
値
性
を
高
め
る
産
業
構

造
の
複
合
化
の
こ
と
で
す
。

O
都
市
機
能
整
備
へ
の
効
果

産
業
導
入
と
並
行
し
て
行
わ
れ
る

産
業

・
生
活
基
盤
施
設
の
整
備

・
充

実
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

いま、

富
山
県
は
・
・
:
.. 

本
県
は
、
豊
富
で
低
廉
な
電
力

豊
富
で
良
質
な
工
業
用
水
な
ど
優
れ

た
立
地
条
件
に
よ
り
、
戦
前
か
ら
鉄

鋼
、
化
学
、
パ
ル
プ

・
紙
、
繊
維
な

ど
の
工
業
が
立
地
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
、
ア
ル

ミ
関
連
工
業
の
立
地
な
ど
に
よ
り
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
工
業
集
積
が
進

み
、
日
本
海
側
で
は
屈
指
の
工
業
県

親
子
で
遊
ぼ
う
・
・
・
・
.. 

『
巴
』
日

い
よ
い
よ
夏
本
番
。
お
子
さ
ん
の
休
み

に
合
わ
せ
、
海
へ
山
へ
と
い
ろ
ん
な
プ
ラ

ン
を
た
て
て
い
る
ご
家
庭
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
夏
、
親
子
そ
ろ
っ
て

ぞ
ん
ぶ
ん
に
遊
び
、
十
分
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
県
内
各
地
に
施
設
や
催

し
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
嵐
さ
わ
や
か
な
家
族
旅
行
村

七
月
七
日
、
大
山
町
本
宮
に
関
村
し
た

ば
か
り
。
風
呂
市
き
の
ケ
ビ
ン
(宿
泊
所
)

の
軟
式
庭
球
場
の
完
成
で
全
国
大

会
も
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

わ
け
で
す
。

利
用
す
る
と
き
は
当
日
、
管
理

事
務
所
へ
直
接
申
し
込
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
会
な
ど
で

専
用
す
る
と
き
は
コ
ヲ
月
前
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
・
お
早

め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

-
申
込
先

県
営
富
山
軟
式
庭
球
場

富
山
市
倉
敷
町
叩
番
地

と
し
て
発
展
を
み
て
き
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

制
約
を
は
じ
め
と
す
る
厳
し
い
経
済

環
境
の
中
で
、
本
県
工
業
に
お
い
て

は
、
そ
の
高
度
化
が
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
今
後
、
電
子

・
機
械
系
産
業

フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
化
の

推
進
な
ど
工
業
構
造
の
高
度
化
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

の
育
成
、

ミD

巴
mv

や
キ
ャ
ン
プ
場
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
が

整
っ
て
い
ま
す
。

間
合
先
-
立
山
山
ろ
く
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

開
発
掛

合
富
山
位
|
1
3
5
7

.
富
山
県
観
光
物
産
課

宮
富
山
引
1
4
1
1
1

0
自
然
博
物
国
セ
ン
タ
ー
「
ね
い
の
里
L

婦
中
町
吉
住
の
セ
ン
タ
ー
に
は
約
二
J

の
自
然
観
察
路
と
展
示
室
と
が
あ
っ
て
、

野
鳥
の
生
態
を
双
眼
鏡
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

宮
富
山
お
|
4
4
5
6

-
休
場
日

毎
週
火
曜
日

十
二
月
二
十
八
日

1
一
月
四
日

-
使
用
料

練
習

(一

人
、
四
時
間
)

一
般
/
百
円

学
生
/
七
十
円

大
会
/

一
面
一
日
千
五
百
円

す
。先

端
技
術
産
業
の
生
産
、
研
究
部

門
の
導
入
を
中
核
と
す
る
テ

ク
ノ
ポ

リ
ス
建
設
構
想
は
、
そ
の
実
現
の
基

盤
と
し
て
極
め
て
有
効
な
役
割
を
担

う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

富
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
構

想
素
案
を
構
成
す
る
要
素
の
い
く
つ

か
は
、
既
に
事
業
と
し
て
着
手
し
て

い
る
も
の
が
多
く
、
今
後
の
整
備
の

方
向
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
着
手
ま
た

は
完
成
し
て
い
る
も
の
を
軸
に
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
の
骨
格
を
形
成
し
、
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
の
機
能
を
さ
ら
に
充
実

16  

向
上
さ
せ
る
た
め
の
諸
整
備
を
行
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。

通
産
省
の
方
針
で
は
、
九
十
年
代

を
目
指
し
て
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設

構
想
の
具
体
化
を
図
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
富
山
地
域
に
お
い
て
は
、
当

面
八
四

1
八
五
年
に
予
定
さ
れ
て
い

る
地
域
指
定
を
目
指
し
て
、
今
年
度

富
山
地
域
に
お
け
る
都
市
を
構
成
す

る
機
能
の
配
置
フ
レ

ー
ム
と
な
る
基

本
構
想
を
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が

ら
、
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま

す
。

#r" • 

ー
で
、
じ
っ
く
り
観
察
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

宮

0
7
6
4
6
1
9
1
5
2
5
2

0
県
立
近
代
美
術
館

美
術
館
は
富
山
市
西
中
野
。
二
十
世
紀

美
術
の
流
れ
を
追
い
な
が
ら
二
十
一
世
紀

を
展
望
す
る
美
術
館
で
す
。

。
北
陸
こ
ど
も
博

今
月
末
ま
で
高
岡
市
の
古
城
公
菌
で
開

か
れ
て
い
る
こ
ど
も
博
に
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

館
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
、
テ
レ
ビ
電
話
を
実

演
す
る
u

も
し
も
し
ひ
ろ
ば
ヘ
サ
イ
ク
ル

モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
楽
し
い
遊
異
が
い
っ
ぱ

い
。
親
子
一
緒
に
な
っ
て
、
思
う
ぞ
ん
ぶ

ん
夏
の
楽
し
さ
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
。

qフ

図内-案
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平村[城端|

橋
(
全
長
二
百
四
十
五

M
)
は
、
高
い

橋
脚
を
も
っ
ス
ッ
キ
リ
し
た
曲
線
橋

で
、
背
後
の
景
観
と
も
マ

ッ
チ
し
た

も
の
で
す
。

ま
た
、
五
箇
山
ト
ン
ト
ル
は
三

つ

の
ト
ン
、
不
ル
か
ら
な

っ
て
い
て
全
長

千
七
十
二

M
。
こ
れ
は
県
内

一
の

長
大
ト
ン
ネ
ル
で
、
五
十
九
年
七
月

の
完
成
を
め
ざ
し
て
工
事
が
進
め
ら

産
業

城
端
町
を
ぬ
け
て
平
村
下
梨
へ
通
じ
る
国
道
三

O
四

号
。
い
ま
、

こ
の
区
間
を
三
分
の
こ
に
短
縮
す
る
エ

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
箇
山
ト
ン
ネ
ル
ル

l
ト
と
呼
ば
れ
る
こ
の
ル

l

T 

卜
は
、
城
端
j
下
梨
の
う
ち
特
に
地
形
の
険
し
い
細

尾
峠
を
さ
け
、
人
喰
ぷ
〈
ロ
か
ら
梨
ぷ
〈
口
ま
で
直
線
的
に
結

ぶ
も
の
で

五
十
九
年
七
月
完
成
予
定
。

最
大
の
難
所
は
細
尾
峠

人
喰
谷
か
ら
標
高
七
百
幻
の
細
尾

な
だ
れ
の
た
め
、
通
行
止
め
を
余
儀

峠
を
経
て
梨
谷
に
至
る
国
道
三

O
四

な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
県
で
は
年
聞
を
通
じ
て

号
は
、
城
端
・

福
光
と
結
ぶ
最
短
距

離
で
、
古
く
か
ら
五
箇
山
地
区
の
人

人
が
利
用
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ

の
区
間
は
急
斜
面
を

狭
い
道
路
が
だ
行
す
る
た
め
、
雨
が

降
れ
ば
落
石
の
危
険
が
あ
り
、
冬
と

橋
も
な
れ
ば
六

M
に
も
達
す
る
積
雪
や

大谷

梨
、コm
、
0
ユつ
5
5
U
5

u
f

k

n
ノ
-
ノ
ヌ
d
t
矢
納

チ
一
円
こ
の
ト
ン
、
不
ル
と
橋
に
よ
る
新
設

航
道
路
は
、
現
在
の
ル

l
卜
に
比
べ
て

繍
距
離
で
約
二

一分
の

一
(
六
キ
ロ
)
、
時
間

』
鴇
に
し
て
約
二
十
分
の
短
縮
に
な
り
、

副
コ
ロ
↑

?
J

細川

企
冬
場
の
積
雪
ゃ
な
だ
れ
に
よ
る
通
行

18  

安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
五
箇
山
ト
ン
、
不
ル
と
梨
谷
大
橋

を
利
用
し
た
H

五
箇
山
ト

ン
、
不
ル
ル

l
卜
H

(

別
図
参
照
)
を
計
画
し
て
、

建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

の
支
障
も
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

加
え
て
、
山
肌
を
切
り
く
ず
し
た
り

す
る
必
要
も
な
い
の
で
、
恵
ま
れ
た

自
然
を
損
う
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
十
二
月
に
完
成
し
た
梨
谷
大

改良前 改良後 短縮距離

城 立露 駅 一一口1 一一汀1 一一町1

大鋸屡バイパス(入口) 3.183 3.183 。
五筒山トンネル(入口) 6，006 4，365 1，641 

五箇山 トンネル(出口) 9.118 3，325 5.793 

下 梨 (304号終点) 8.756 4.901 3.855 

計 27，063 15，774 11 ，289 

も
の
と
忠
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
秘
境
五
箇
山
と
白
山
国

一般国道304号道路改良計画一般図

L=12.6km 

¥、 1'/、.... _./ 
、'¥ .ー.'
¥ノ

¥ 
¥ 

れ
て
い
ま
す
。

一般国道304号

• 

経
済
に
も
好
影
響

さ
て
、
こ
の
五
箇
山
ト

ン
ネ
ル
ル

ー
ト
が
開
通
す
れ
ば
、
さ
き
に
紹
介

し
た
よ
う
に
年
間
を
通
じ
て
安
全
で

快
適
な
道
路
と
な
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
地
域
の
産
業
、
経
済
の
発
展
と
、

住
民
の
人
々
の
福
祉
向
上
に
役
立

つ

立
公
園
と
を
結
ぶ
一
大
観
光
ル

l
ト

と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
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最近、センタ-へ持ち込まれる住宅に関する相

談が増えています。そこで、 今回は快適な

マイホームづくリをするための注意

点、を、相談事例をとおして上

げてみました。

③
に
つ
い
て
は
、
展
示
場
と
同
じ

よ
う
に
す
る
の
で
家
を
建
て
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
申

し
出
者
は
今
ま
で
の
や
り
と
り
の
中

で
業
者
を
信
用
で
き
な
く
な
っ
て
お

り
、
五
十
万
円
放
棄
し
て
も
解
約
し

た
い
と
の
意
向
で
、
当
セ

ン
タ
ー
と

約
束
が
違
う
住
宅
契
約

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
展
示
場
に
行

き
、
展
示
ハ
ウ
ス
が
気
に
入
っ
た

の
で
仰
向
じ
モ
デ
ル
の
住
宅
H

と

い
う
約
束
で
建
築
工
事
請
負
契
約

を
し
、
手
付
金
五
十
万
円
を
支
払

っ
た
。
そ
の
と
き
積
雪
ニ

M
に
耐

え
る
と
い
う
説
明
で
あ
っ
た
の
に
、

あ
と
で
基
準
は
で
五

M
と
変
更
さ

れ
る
し
、
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
も
公

庫
と
国
の
年
金
が
併
用
で
き
る
と

い
っ
て
お
き
な
が
ら
、
現
実
に
は

そ
れ
も
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

実
際
に
建
っ
た
も
の
の
内
装
は
展

示
の
も
の
と
違
う
も
の
に
な
る
な

ど
重
な
る
変
更
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

業
者
を
信
用
で
き
な
く
な
っ
た
。

解
約
を
申
し
出
た
ら
五
十
万
円
は

返
せ
な
い
と
い
う
。

回

公E
Eヨ

手
付
金
を
払
っ
て
契
約
し
た
場
合
、

し
で
は
、
業
者
の
対
応
に
も
問
題
が

あ

っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
手
付
金
の

一
部
を
返
金
す
る
こ
と
を
勧
め
た
が
、

300 

462 年々ふえる住いの相談

-住居昂及び土地・住宅関係の相談件費究推移
400 

業
者
が
家
を
建
て
る
た
め
の
準
備
に

入
る
前
で
あ
れ
ば
、
消
費
者
は
手
付

業
者
は
が
ん
と
し
て
応
ぜ
ず
、
申
し

出
者
は
五
十
万
円
を
、
あ
き
ら
め
解

h
け
J

J

-

一0

0
ホ
'
L
b
J

内
容
は
十
分
に
検
討
し
て

」
の
申
し
出
者
は
展
示
し
て
あ
る

モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
を
見
て

口
頭
で

い
ろ
ん
な
点
に
つ
い
て
注
文
し
て
い

ま
す
が
、
証
拠
と
な
る
も
の
が
残
っ

て
い
ま
せ
ん
。

家
を
建
て
る
場
合
は
ま
ず
契
約

の
前
に
設
計
書
な
ど
を
見
て
内
容
を

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

約
款
の
ほ
か
に
、
見
積
り
明
細
書
、

設
計
図
、
仕
様
書
、
特
別
な
指
示
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
指
示
書
、
合
議

書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内

容
を
、
よ
く
読
み
、
契
約
範
囲
を
明

確
に
し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
押
印
し
、

契
約
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

住
宅
は
非
常
に
高
額
な
官
(
い
物
で

す
。
安
易
に
契
約
し
て
後
悔
す
る
こ

0
お
問
い
合
せ
は

-
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(
県
民
会
館
四
階
)

告

(
0
7
6
4
)
幻

1
9
2
3
3

55 54 53 52 51 50 

226 

金
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

た
、
業
者
の
場
合
は
、
手
付
金
の
倍

。
ι
F

‘
2
ノ
門
ロ

机
慨
が
ヴ
て

l 木多をよ
る計九

す

と
の
な
い
よ
う
、
業
者
を
選
ぶ
と
と

も
に
、
契
約
内
容
、
設
計
内
容
な
ど

返
し
に
よ

っ
て
一

方
的
に
契
約
を
破

棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
相
談
の
場
合
は
、

① 

積
雪
二

M
に
耐
え
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
の
に
、
あ
と
で

五
日
日

と
い
う
話
が
出
て
き
た
。

② 

住
宅
金
融
公
庫
の
ロ
ー
ン
が
抽

選
で
受
け
ら
れ
ず
、
ロ
ー

ン
の
併

用
が
不
能
と
な
っ
た
。

③ 

展
示
品
と
同
様
の
も
の
だ
と
い

20  

う
こ
と
だ
っ
た
の
に

実
際
に
は

同
じ
に
な
ら
な

い
部
分
が
あ
る
な

ど
の
契
約
内
容
に
変
更
が
生
じ
た

た
め
の
解
約
申
し
出
で
あ
り
、
消

費
者
の

方
的
理
由
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
わ
け
で
、
業
者
に
‘
そ

の
聞
の
事
情
を
聞
い
た
と
こ
ろ

①
に
つ
い
て
は

た
し
か
に
基
準

は
了
五

M
で
あ
る
が

自
社
製
品

に
つ
い
て
は
、
積
帝

る
実
験
結
果
が
あ
る
。

M
に
耐
え

②
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
併
用

で
き
る
ロ
ー
ン
が
当
た
る
ま
で
支

払
い
を
待
つ
。
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を
慎
重
に
検
討
し
た
上
で
、

契
約
し

中
ま
1レ
レ
ム
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6月16日
蓄電40地区を「特産の里」に
県農業水産部では、野菜、球根、

果樹などの地域特産物の産地40ヵ所

を 「特産の里」に指定しました。

これは、転作に対応して地域特産

物を振興し、農家収入の増加を図る

もので、指定地区には県 ・市町村か

らそれぞれ7万5，000円、計15万円が

支給されることにな っています。

6月19日'-30日
麗定例県議会を開会

6月定例富山県議会が開催され、
会期を30日までの12日間と決めたあ

と、中沖知事が条例など50の案件を
一括上程し、審議に入りました。

6月20日'-26日
麗36回県展開幕
絵画、彫刻、工芸、書など多数の

出品で、 例年、県民の目を楽しませて

くれる県展が、ことしも富山市の県

民会館で開催され、連日、多くの人

がつめかけてにぎわいました。

今回の応募数は 1，451点と史上最

高で、年齢も15歳から79歳までと各
層にわたっており、文字どおり県民

による芸術の祭典でした。

6月24白
鶴地場産業振興センターは
高岡に

中小企業庁は24日、地場産業振興

センターを高岡市を含む全国8ヵ所

に建設することを決めました。

このセンターは、地場産業の再生、

発展を目的に商品・技術の開発や人

材養成、情報の収集 ・提供、需要開

拓な どを行うもので、具体的な計画

は県 ・市町村・商工団体などで構成

している建設推進委員会で決めるこ

とになっています。

企県議会本会議

7月4日'-31日
夢あなたの考えを県政に
一 県民の知恵を募集一

新しい県勢総合計画の策定や置県

100年の記念事業の企画などについ
て、広 くみなさんのアイデアを反映

させようと、「県民の知恵募集」を行

いました。

審査は、県民参加の審査委員会を

設けて行い、発表は9月の予定です。

ア月5日
麗近代美術館が開館

富山県立近代美術館(富山市西中

野)の開館記念式典が行われました。

この式典には県の内外はもちろん

のこと 、サー ・ヒュー ・コータッチ

駐日英国大使夫妻、第 l回企画展の

英 ・仏・ 米3ヵ国のコミッショナー

ら総勢約 450人が出席し、開館を盛

大に祝いました。

また、翌 6日から一般公開が始め

られましたが、この日は日限日とい

うこともあって、2，000名近くの人々

が3方れました。

6月16日~ア月15日

ア月5日'-9日
麗ライチョウは205羽

~県の調査~
県鳥として親しみ深いライチョウ

が、アルペンルート開通当H寺と比べ

てやや減っていることが県の行った

生息調査で明らかになりました。

この生息調査は 、 5 日 ~9 日まで
立山連峰、雄山、 室堂一帯で行った

ものですが、この間に確認されたの

は 205羽で、アルペンルートが開通
した昭和47年当時の 267羽に比べ、

62羽減ったことになります。

県ではこの結果をもとに、国のヲ5
然記念物でもあるライチョウ保護の

対策を進めることにしています。

8月の街頭献血日程
月日曜| 場 所 時 間 11月日曜| 場 所 時間

8/ 1仕)1富山駅前 113: 30~16: 00 118/12(水)1氷見市役所前 11 0: 00~15: 30 
1は)1高岡駅前 1 10:00~15 ・ 30 11 1日土)1魚津サンプラザ前 1 10:00~15:30 
2旧)1富山市月見町公営公民館前110 : OO~ 16: 00 11 22(土)1富山駅前 1 13:30~16:00 
7(創|大沢野町図書館前 110 ・ OO~15: 30 11 22仕)1高岡駅前 110:00~15:30 
8は)1富山駅前 113: 30~16: 0011 23(日)1富山駅前 1 10 :00~16:00 
a土)1高岡駅前 11 0: OO~ 15: 30 11 23(日)1氷見北陸銀行支庖前 110: 00~15: 30 
g日)1富山西武前 11 0 : OO~ 16: 00 11 加劃|福光町福祉会館前 11 0: 00~15: 30 
1α月)1大門町福祉会館前 110: OO~ 12: 0011 29:土)1富山駅前 113: 30~16: 00 
1日月)1大島町役場前 113 : OO~ 15: 30 11 2虫土)1高岡駅前 110:00~15:30 

...食品事故を防ごうと
“Gメン"の鋭い目が光る

ア月ア日
([ 麗家族旅行村が開村
)グ 一大山町本宮一

県などで整備を進めている立山山

ろくレクリェーション基地の中心と

なる「家族旅行村」が開村しました。

この旅行村は、芝生広場やキャン

プ場、定員4人のケビン、炊事棟な

どがあり 、家族そろって雪のない立

山山ろ くの自然を満喫できます。

(詳しく は、 7月号に紹介いたしま

した。)

ア月8日'-10白
磁工業開発ヘ指導員が来県

通産省の工業開発指導員の一行5
人が8日来県し、10日ま での 3日間
にわたって富山新港臨海工業団地や

八尾中核工業団地などを視察しまし

た。

一行は、県が誘致目標業種にして

いる機械、電子などの第一線の経営

者で構成されており、その報告とし

て基幹道路網の整備、エネルギ一価

格の安定化、下請け関連企業の充実

と技術レベルの向上、情報・研究機

能の強化、誘致活動の活発化-ーな

どの 5項目が、県全体の課題として

指f商されました。

ア月10日~
書留“食品GメンH が出動
ツユ明け時期に心配される食中毒

などの食品事故を未然に防ごうと、

ことしも夏期食品一斉取り締りが開

始されました。

初日にあたる10日には、富山、高

岡など8つの保健所の管内で、食品
衛生監視員など97人が出動し、157施
設を無許可営業、施設基準違反、食

品違反などで摘発しました。

この一斉取り締りは 8月8日まで
行われることにな っています。

-昭和5鮮度
県臓員採用中級、.初級紙験の案内

試験区分/

中級・数学、土木、農業土木、農業、臨
床検査技師、保母、学校栄養職員

初級，一般事務、学校事務(A)、学校事務
(司、警察事瓢刈、警察事務(8)、婦

人補導員、交通巡視員

受付期間/8月25日(火)-9月14日(月)
試験日/10月18日(日)
受験資格等、詳しいお問合せは

富山県人事委員会事務局

富山市舟橋北町4-19(森林水産会館5階)
電話(内富山 (0764)41-6166 内線307
.警察官募集

区分 人員 受験資格

昭和29年4月2日-39年
4月1自に生れた男子。

警察官
約20名

ただし、大学(短大を除

B く)を卒業した者、ま

たは昭和57年3月卒業
見込みの者を除く。

婦人
約2名

昭和32年4月2日-39年
警察官 4月1日に生れた女子。

申込期間/9月1日-9月30日
試験日/10月25日(8)
間合先/県人事委員会事務局(宮41-6166)
県警本部警務課(告41-2211)
または各警察署へ

.トリムマラソン富山県大会

日時/10月10日ω
場所/城端町役場

実施種目 ・方法/3キロ、 5 *c、 10*cを自分

のペースで完走(歩)する。完走者全員の

所要時間を計測し、完走証を渡します。

参加資格/事前に健康診断を受け、健康と

認められた15歳以上の男女。
申込期限/9月26日ω必着
申込・間合先/

城端町教育委員会トリムマラソン係

〒939-18城端町1046
官07636-2-1212

県政パス教室i
}参加者募集

県政物価パス教室l
-9月運行分一

受付/8月1日-12日
お問い合わせは県庁広報課

官富山31-3131 県民電話へ



広報課では、県民のみなさんと県庁との大切なパイプ役として、この月刊誌「県広報とやま」

のほかテレビ、新聞などを通じて県の事業の紹介や生活に欠かせない情報を提供しています。

また、県民相談室や県政ノ〈ス教室、知事と語るつどいなどを通じてみなさんのご意見や要望を

お聞きしています。

心身障害者

事祉施震紹介酌

富
山
県
立
盲
学
校
は
、
視
力
の
全

く
な
い

人
、
メ
ガ
ネ
を
か
け
て
も
視

力
が

0
・三
以
下
の
人
、
将
来
、
失
明

の
お
そ
れ
の
あ
る
人
な
ど
が
入
校
し
、 毎週日曜日

午前8時~8時30分

放送日 ァーマ(予定) 内 公Eコマー

チども交と老通事人故の防止
交通行弱者者、と転呼車ばれる子供車とと老し人て 常に

8. 2 歩 自 の運転 犠牲にな
る彼らを中心に、交通安全を考える。

8.9 あ す を拓 く
品山県の・未グ釆ルをきりひらこうと活路する
る人物 一プを紹介。

8.16 ふるさと 再発見 冨見山すのる盆。を通してふるさとのよさを再発

8.23 知事と 語る
県政をとりまく最近の話題

健す康る健は康一生の玉。ン富タ山ー市の施崎設川にオーフン
8.30 健康増進センター 増進セ とその機能

を紹介。

KNBIこんにちは富山県で‘す」

毎週日曜日
午前9時~9時30分

放送日 アーマ(予定) 内 '労ロママ

座子~禅チどどにもも耐た禅えちのはらつれどいる~か

大山町の大川寺では子供たちに禅 ・写経休

8. 2 を教えています。ちょっと変わった夏
みの体験をレポート。

(レポータ一小泉哲也)

県立短大の足立原教授が提唱しでから、

若者の季節 草刈がりj十f字軍流ももう 8年目。今年も若者
8.9 たち を しにやってきます。この若

~草刈り十字軍~ 者たちの働きぶりとその心初をレポート。
(レポータ一 瀬部慎一)

城端の桜ヶ池のほとりで若い女性 2人が

山のステーキハウス ステーキハウスを聞いています。経営は
8.16 

にかける青春
苦しいが彼女らは何を考えてここに屈を
聞いたのか聞いてみます。

(レポーター小泉哲也)

わんぱくの方がよい
ナイフを使って木工品をつくる。大豆か

8.23 らはじめて豆腐をつくるなど。 ユニーク

~八尾里子草塾~ な学習塾を紹介。
(レポーター飯田敏夫)

50歳の主婦の生活の知恵、品校生の随筆
僕らは気ままに 集など発行部数50部のミニミ二本楽を出版

8.30 している人たちがいます。その しさを
本を出した レポート。

(レポーター初瀬部慎一)

。新聞紙面広報としては次のものがあリます。

富山テレビ放送1110万人のひろば」8周@
テレピ

n5Ed=日=司2 

?山
手県
寄喜重2i-』L 

官買山宝 ー喜山 宅白土=

~ 学c 8 
4校~ 1 エ7

点
字
や
拡
大
文
字
、
そ
の
他
視
力
に

あ

っ
た
方
法
で
教
育
を
行

っ
て

い
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
が
視
覚
障
害

を
克
服
す
る
意
欲
と
自
主
自
立
の
精

神
を
養
い
、
社
会
生
活
ヘ
適
応
で
き

る
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
高
等
部
の
保
健
理
療
科
、

専
攻
科
理
療
科
で
は
、
あ
ん
ま
、

マ

企一心に点字の勉強をする幼稚部の子供たち

ッ
サ
ー
ジ
、
は
り

・
き
ゅ
う
の
職
業

教
育
を
行
っ
て
、
職
業
人
と
し
て
の

基
礎
技
術
を
習
得
さ
せ
、
卒
業
と
同

時
に
理
療
師
の
地
方
試
験
受
験
資
格

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

lま

遠
隔
地
か
ら
の
入
校
者
も
た

-県
内
で
た
だ

一
つ
の

こ
の
盲
学
校

く
さ
ん
い
ま
す
が

そ
ん
な
生
徒
の

富 山市新総曲輪1-7(県庁内)

告 富山31-4111俄)
31-3131(県民電話・直通)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
台 高岡21-9411

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
怨魚津24-5311

砺波市幸町ト7(総合庁舎内)
包砺波3-5151

県政についてのご相談は...

県
F晶~

主3炎相民

みんなの県政

毎月最終土曜日に、北日本、富山、読売、

北陸中日の 4紙に掲載しています。 このうち 、

4 ・7・11・1J-J (予定)の 4回は見聞き 2
高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

24  

砺波地方県民相談室

ページを使 って拙載します。

朝日、毎日は毎月第 2、最終土1I1'fl日に、北

日本、 富 山、読売、北陸中日は毎)J第 2土叫

日に拍，除しています。

県からのお知らせ

た
め
に
寄
宿
舎
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
生
や
寮
母
さ
ん
が
学
習
の
相

企点字拡大文字など各自の視力にあった方法が行われる

(高等部普通科)
スペリオパイプが得意な小学部の児童たちv

談
や
生
活
の
世
話

を
し
ま
す
の
で
、

年
少
者
で
も
安
心

し
て
入
寮
で
き
る

よ
う
に
な

っ
て

い

ま
す
。

zm入
校
す
る
と
き

入 は
字
検
オt
..EL 

は
毎

年
三
月
に
行

っ
て

い
ま
す
。
資
格

手
続
な
ど
詳
し
く

は
盲
学
校
に
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。



1"県広報とやま 昭和56年 8月号.Mi.151 5，000部 .企画発行 富山県知事公室広報課 富山市新総曲輪Iの7ft31-3131 (県民電話)干930 .印刷掛チューヱツ


